
第５次匝瑳市行政改革大綱の取組状況（令和６年度） 

 

令和６年度における行政改革の効果額は、５，０１９万円でした。 

主な取り組み状況は、次のとおりです。（実績額は、１万円未満を切り捨て。） 

 

◆持続可能な財政基盤の確立 

　○ふるさと納税の推進 

　　ホームページ及びふるさと納税ポータルサイトにて広報を実施したほか、返

礼品の研究及び新規開拓を行った。また、寄附金の使途を見直した。 

効果額　１，２８９万円 

　〇年間を通じた節電対策 

本庁等の公の施設（合計１１施設）について、エネルギーサービスプロバイ

ダを利用した電力供給事業者の選定により、電気料金を削減した。 

　　効果額　１，２１９万円 

 

◆市の役割の再構築 

　○広報誌「広報そうさ」、市ホームページ、ＳＮＳ「エックス」及び市公式「Ｌ

ＩＮＥ」を通じて、常に新しい情報の発信に努めた。 

　○市民などを構成員とする会議について、その結果を継続して公表することに

より、行政運営の透明性の向上に努めた。 

　　公表している会議数　５５ 

 

◆組織機構等の見直し・定員及び給与の適正化・人材育成の推進 

　○行政需要の変化に対応した効率的な組織機構の見直し 

　　子育て支援推進課を新設し、児童福祉及び母子保健の相談等に対する一体的

な支援体制を整備した。 

　○常勤特別職職員の給与適正化 

　　市長、副市長、教育長の給料を次のとおり削減した。 

【削減率】　市長１０％、副市長５％、教育長５％ 

効果額　１６９万円 

○第２次匝瑳市人材育成計画に基づく総合的な人材を育成するため、各種職員

研修を実施した。
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